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【ちょっとコラム】 

5 月も半ばを過ぎ木々が芽吹いて色鮮やかになる今日この頃、日中の気温も上がり冷たい食べ物

がおいしい季節となってまいりました。 

涼感を呼ぶため全国的によく食される「わらび餅」は、奈良の伝統食・郷土料理で、山菜である

わらびの根から採れるでんぷんを乾燥させて粉末状にした「わらび粉」を用いてつくられていた

ことからその名が付いたそうです。 

東大寺の僧たちが、若草山のわらび根を採らせ、くずのように処理して食したところ美味だった

ため、砂糖をまぜて茶菓子として提供したことが始まりという言い伝えが残っています。 

古くから愛されてきた「わらび餅」。最近はタピオカのように飲み物に入れて「わらび餅ドリン

ク」として楽しまれる他、海外でも人気が広がり多くの方に楽しまれています。 

  

（出典：農林水産省「うちの郷土料理」「にっぽん伝統食図鑑」） 
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１．近畿地域の情報～近畿農政局～ 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

 「関西 食の「わ」プログラム」の募集について（再掲） 



 

 

 

 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

関西地方では、古くから商業や物流の発達とともに、全国から様々な食材が集まり、地域ごとの

特性を活かしながら多様で豊かな食文化が形成されてきました。 

近畿農政局では、このような食や食文化の振興と次世代への継承、これを生み出す農林水産業や

食品産業の振興を図ることを目的に「関西 食の「わ」プロジェクト」を立ち上げました。 

地域における多様で裾野が広い関係者が将来の食文化の担い手となるよう、関係者の「わ」を広

げていきたいと考えます。 

 

プロジェクトでは、関西ならではの食や食文化を企業、団体、個人等が国内外に発信する活動を

募集し、第 3 者による認定委員会の審査を経て「関西 食の「わ」プログラム」として認定し、

近畿農政局のホームページやインスタグラム等で公表します。 

更に、特に意欲的かつ活発な活動を「プレミア関西 食の「わ」プログラム」として表彰予定で

す。 

多くの皆さまの応募をお待ちしております。 

 

●募集期間：令和 6 年 4 月 1 日（月曜日）～令和 7 年 10 月 13 日（月曜日） 

●詳細はこちら：https://www.maff.go.jp/kinki/press/keiei/tiiki_syokuhin/240326.html 

●Instagram をはじめました。フォローをお願いします。 

 https://www.instagram.com/syokunowa_kansai 

  

 

 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

米粉フェス 2024 開催のお知らせ 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

近畿米粉食品普及推進協議会の主催により開催される「米粉フェス 2024 ～体験しよう！米と米

粉のおいしい関係～」にて料理教室の参加者を募集しておりますのでご案内します。 

 

1 開催日時 



 

 

 

 

    令和 6 年 6 月 22 日（土曜日）10：00～16：00 

2 開催場所 

    大阪ガス ハグミュージアム 4F キッチンスタジオ 

   （大阪府大阪市西区千代崎 3 丁目南 2 番 59 号） 

3 定員（先着） 

    料理教室（各部 20 名） 

4 参加費 

    米粉フェスは、無料です。 

    料理教室は、2,000 円が必要となります。（参加費は、現地でお支払いください） 

5 詳細・申込方法についてはこちら▼ 

 https://www.maff.go.jp/kinki/press/sinko/240513.html 

 

 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

近畿農泊ガイドブックのご案内 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

「農泊」とは、農山漁村地域に宿泊し、滞在中に豊かな地域資源を活用した食事や体験等を楽し

む「農山漁村滞在型旅行」のことです。 

近畿 2 府 4 県の 53 地域の農泊情報をぎゅっと詰め込んだ「近畿農泊ガイドブック」が（一社）

全国農協観光協会より発刊されました。 

なお、本ガイドブックは令和 4 年度農山漁村振興交付金を受けて（一社）全国農協観光協会が作

成したものです。 

旅好きの皆様にご覧いただきたく、以下より分割版にて無料ダウンロードが可能となりましたの

で、ご利用ください。 

https://www.maff.go.jp/kinki/seisaku/nosonsinko/kyousei/nouhaku/nouhaku.html 

  



 

 

 

 

 

 

２．農林水産省 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

広報誌 aff（あふ）最新号 「毎日、「たまご」」 好評掲載中 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

身近な食材「たまご」についての知識から、至極の TKG（たまごかけご飯）の作り方・その他

たまごを使ったレシピ等が掲載されています。 

ぜひご覧ください。 

https://www.maff.go.jp/j/pr/aff/index.html 

 

 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

３．事務局からのお知らせ 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

（１）当メールマガジンへの掲載記事を募集します！！ 

地域の和食文化ネットワーク近畿では、食文化の保護・継承活動に関する情報を発信しておりま

す。 

当メールマガジンを通じて、会員様主催のイベント等のご案内、会員様の取組紹介や地域に伝わ

る食文化の情報など発信しませんか。 

会員の皆様から、広く発信・共有したい情報等がございましたら、以下をご記入の上、本メール

にご返信願います。 

 

・タイトル（30 字以内） 

・本文（300 字以内） 

・URL 

 

これを機に会員の皆様方の交流及び情報内容の充実が図られればと思いますので、積極的なご活

用をお待ちしております。（投稿内容が営利目的など不適切な内容と判断される場合には、掲載

を見おくらせていただく場合がございます。） 

 

（２）「地域の和食文化ネットワーク近畿」の会員募集中！！ 

近畿農政局では、地域における多様な食文化の保護・継承を継続的に進めるため、近畿地域の関

係者をつなぐ「地域の和食文化ネットワーク近畿」の会員を募集しております。 

会員の皆様におかれましては、お知り合いの方にご案内いただけますと幸いです。 

https://www.maff.go.jp/kinki/keiei/tiiki_syokuhin/wasyoku/210701.html 

 

 



 

 

 

 

○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●〇 

地域の和食文化ネットワーク近畿 事務局 

○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●〇 

 

窓 口：近畿農政局 経営・事業支援部 食品企業課 

住 所：京都市上京区西洞院通下長者町る丁子風呂町 

電 話：０７５－４１４－９０２４ 

メール：wasyokubunkanw.kinki@maff.go.jp 

情報セキュリティ強化のため、農林水産省外へのメールは、宛先を bcc で設定してお送りしてい

ます。ご了承ください。 

 

※配信先変更や配信の停止並びに会員情報の変更についても、このメールに返信願います。 

 

＜本省の Web サイト（和食文化ネットワーク）＞ 

https://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/network/main.html 

＜近畿農政局の Web サイト（和食・食文化）＞ 

https://www.maff.go.jp/kinki/keiei/tiiki_syokuhin/wasyoku/index.html 

＜その他＞ 

近畿農政局や農林水産省では、このほかにもメールマガジンを発行しております。 

配信をご希望される方は、ご登録をお願いします。 

http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html 

 

 


